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(57)【要約】
　エチレンアクリル酸コポリマーと、必要に応じてメタロセン触媒ポリオレフィンを含む
水性分散体を含む毛髪固定剤組成物を開示する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体を含む毛髪固定剤組成物。
【請求項２】
　前記水性分散体がさらにメタロセン触媒ポリオレフィンを含む、請求項１に記載の毛髪
固定剤組成物。
【請求項３】
　前記メタロセン触媒ポリオレフィンが、エチレン／オクテンコポリマー、エチレン／ブ
テンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー、又はエチレン／ブテン／ヘキセンター
ポリマーのうちの少なくとも１種、好ましくはエチレンオクテンコポリマーを含む、請求
項１に記載の毛髪固定剤組成物。
【請求項４】
　前記エチレンアクリル酸コポリマーが、前記水性分散体の質量を基準にして約２質量％
～約３５質量％の範囲内、好ましくは約４質量％～約２０質量％の範囲内で存在する、請
求項１に記載の毛髪固定剤組成物。
【請求項５】
　前記メタロセン触媒ポリオレフィンが、前記水性分散体の質量を基準にして約１０質量
％～約５０質量％、好ましくは約１５質量％～約４０質量％の範囲内で存在する、請求項
１に記載の毛髪固定剤組成物。
【請求項６】
　前記水性分散体が、前記毛髪固定剤組成物の質量を基準にして約０．５質量％～約１０
質量％の範囲内、好ましくは約１質量％～約５質量％の範囲内で存在する、請求項１に記
載の毛髪固定剤組成物。
【請求項７】
　さらにジヒドロキシプロピルトリアルキルアンモニウムクロリドを含む、請求項１に記
載の毛髪固定剤組成物。
【請求項８】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物の毛髪固定剤としての使用。
【請求項９】
　請求項１～７のいずれか一項に記載の組成物を乾燥している毛髪に適用することを含む
、毛髪をスタイリングする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パーソナルケア組成物、より詳しくは毛髪固定剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　毛髪固定剤（スプレー、ムース、ポマード、ゲルなど）は、ユーザーによって整えられ
る特定のアレンジメントで毛髪を保持（ｈｏｌｄ）するように作られている。長期持続す
る保持を達成するために、処理された毛髪は、ストレスに対して回復力があり、かつ、耐
湿性でなければならない。これは理論的には多くの化粧品的に許容可能な材料によって達
成することができるが、同時に、毛髪固定剤は、シャンプーによって除去することができ
るものであることも必要とされる。さらに、乾燥時の毛髪固定剤についての美感上の考慮
事項は、ユーザーにとって最も重要であり、特に、輝き（ｓｈｉｎｅ）、櫛通り性、及び
触感は重要である。ユーザーはソフト感を重んじるが、ユーザーは、これまで、優れた保
持特性を得るためには手触り感を犠牲にしなければならず、逆に、優れた手触り感を得る
ためには保持特性を犠牲にしなければならないと思いこんできた。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
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　従って、必要とされているものは、しっかりと保持し、シャンプーにより容易に除去可
能であり、改善された美感を示す新規な毛髪固定剤組成物である。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　一実施形態において、本発明は、エチレンアクリル酸コポリマー、及び必要に応じてメ
タロセン触媒ポリオレフィンを含む水性分散体を含む毛髪固定剤組成物を提供する。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　一実施形態において、本発明は、エチレンアクリル酸コポリマー、及び必要に応じてメ
タロセン触媒ポリオレフィンを含む水性分散体を含む毛髪固定剤組成物を提供する。
【０００６】
　本発明において、「毛髪固定剤」は、毛髪をスタイリングするためのパーソナルケア組
成物、例えばスプレー、ムース、ポマード及びゲルなどを指すことを意図する。「パーソ
ナルケア」は、人間に局所的に適用される（すなわち、摂取されない）組成物に関する。
好ましくは、当該パーソナルケア組成物は化粧品的に許容可能なものである。「化粧品的
に許容可能」とは、パーソナルケア組成物において通常使用される成分を意味し、パーソ
ナルケア組成物において通常認められる量で存在する場合に毒性がある材料は本発明の部
分として考慮しないことを意図する。
【０００７】
　エチレンをアクリル酸と共重合させることによりエチレン－アクリル酸（ＥＡＡ）コポ
リマーが生成する。好ましいエチレンアクリル酸コポリマーは約１５質量％を超えるアク
リル酸、好ましくは約１７質量％を超えるアクリル酸、より好ましくは約２０質量％を超
えるアクリル酸を含む。当然のことながら本開示中に記載されている範囲は、範囲の全て
の部分的組み合わせを含む。
【０００８】
　好ましいＥＡＡコポリマーは、１３００ｇ／１０分のメルトインデックス（ＡＳＴＭ法
Ｄ－１２３８、１９０℃で）及び３５０°Ｆ（１６７．７℃）で１３，０００ｃｐｓのブ
ルックフィールド粘度を有し、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニー（Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙ）から入手可能なＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９９０コポリマー
（アクリル酸２０質量％）である。別の好ましいＥＡＡコポリマーは、ザ・ダウ・ケミカ
ル・カンパニーから入手可能な３００ｇ／１０分のメルトインデックス（ＡＳＴＭ法Ｄ－
１２３８、１９０℃で）を有するＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９８０ｉコポリマー（アクリル酸
２０．５質量％）である。ＥＡＡコポリマーは、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍ
ｏｕｒｓ　ａｎｄ　Ｃｏｍｐａｎｙ，Ｉｎｃ．から商品名ＮＵＣＲＥＬ　２８０６で入手
可能でもある。エチレン－アクリル酸及びエチレン－メタクリル酸コポリマーは、米国特
許第４，５９９，３９２号、第４，９８８，７８１号及び第５，９３８，４３７号明細書
（それらの各々は、その全体が引用により本明細書に援用される）に記載されている。
【０００９】
　メタロセン触媒ポリオレフィンは、米国特許第４，７０１，４３２号、第５，３２２，
７２８号及び第５，２７２，２３６号明細書（それらの各々は、その全体が引用により本
明細書に援用される）に記載されているように、メタロセン触媒を使用して製造されたポ
リオレフィンである。本発明の１つの具体的な実施形態として、メタロセン触媒ポリオレ
フィンは、メタロセン触媒を使用して製造されたポリエチレンである。かかるメタロセン
触媒ポリエチレンは、例えば、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーから商品名ＡＦＦＩＮＩ
ＴＹ又はＥＮＧＡＧＥ（エチレン／オクテンコポリマー）で入手可能であり、エクソン・
ケミカル・カンパニーから商品名ＥＸＡＣＴ（エチレン／ブテンコポリマー、エチレン／
ヘキセンコポリマー又はエチレン／ブテン／ヘキセンターポリマー）で入手可能である。
一実施形態において、メタロセン触媒ポリオレフィンは、エチレン／オクテンコポリマー
、エチレン／ブテンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／プロピレン
又はエチレン／ブテン／ヘキセンターポリマーのうちの少なくとも１つであり、好ましく



(4) JP 2013-540153 A 2013.10.31

10

20

30

40

50

はエチレンオクテンコポリマーである。
【００１０】
　別の実施形態において、メタロセン触媒ポリオレフィンはプロピレン／α－オレフィン
コポリマーであり、プロピレン／α－オレフィンコポリマーはさらに米国特許第６，９６
０，６３５号及び第６，５２５，１５７号明細書（これらの各々は、その全体が引用によ
り本明細書に援用される）に詳細に記載されている。かかるプロピレン／α－オレフィン
コポリマーは、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーから商品名ＶＥＲＳＩＦＹ（登録商標）
又はエクソンモービル・ケミカル・カンパニーから商品名ＶＩＳＴＡＭＡＸＸ（登録商標
）で入手可能である。一実施形態において、メタロセン触媒ポリオレフィンはザ・ダウ・
ケミカル・カンパニーから商品名ＩＮＦＵＳＥ（登録商標）で入手可能なエチレン／α－
オレフィンコポリマーである。
【００１１】
　一実施形態において、エチレンアクリル酸コポリマー及びメタロセン触媒ポリオレフィ
ンを、水及び中和剤、例えばアンモニア、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム又は両者の
組み合わせなどと共に、押出機で溶融混練して水性分散体を形成する。
　機械的分散、例えばＰａｒｒ反応器を使用して、水性分散体を生じさせる。
【００１２】
　一実施形態において、メタロセン触媒ポリオレフィンは、好ましくは、エチレン／オク
テンコポリマー、エチレン／ブテンコポリマー、エチレン／ヘキセンコポリマー又はエチ
レン／ブテン／ヘキセンターポリマーのうちの少なくとも１種、好ましくはエチレンオク
テンコポリマーを含む。
【００１３】
　エチレンアクリル酸コポリマーは、水性分散体の質量を基準にして約２質量％～約３５
質量％の範囲内で、好ましくは約４質量％～約２０質量％の範囲内で存在する。
【００１４】
　一実施形態において、メタロセン触媒ポリオレフィンは、水性分散体の質量を基準にし
て約１０質量％～約５０質量％の範囲内で、好ましくは約１５質量％～約４０質量％の範
囲内で存在する。
　典型的には、エチレンアクリル酸コポリマー及びメタロセン触媒ポリオレフィンは、ポ
リマー比で約４０：６０～約１５：８５である。
　水性分散体の固形分は約１０質量％～約５０質量％の範囲内であり、好ましくは約４０
質量％である。
　次に、水性分散体は、パーソナルケア組成物の質量を基準にして固形分で約０．５質量
％～約１０質量％の範囲内、好ましくは約１質量％～約５質量％で存在する。
【００１５】
　一実施形態において、毛髪固定剤組成物は、必要に応じて毛髪固定樹脂を含む。好適な
毛髪固定樹脂としては、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーにより商品名ＡＣＵＤＹＮＥで
販売されているアクリレート、及びザ・ダウ・ケミカル・カンパニーにより商品名ＫＹＴ
ＡＭＥＲで販売されているキトサンポリマーが挙げられる。
【００１６】
　一実施形態において、毛髪固定剤組成物は、必要に応じてコンディショニング剤を含む
。好適なコンディショニング剤としては、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーにより商品名
ＳＯＦＴＣＡＴで販売されているヒドロキシエチルセルロースの第四級アンモニウム塩（
ポリクオタニウム６７）、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーにより商品名ＵＣＡＲＥで販
売されているヒドロキシエチルセルロースポリマーの第四級アンモニウム塩（ポリクオタ
ニウム１０）、及び好ましくは、ザ・ダウ・ケミカル・カンパニーにより商品名ＰＤ　Ｑ
ＵＡＴで販売されているジヒドロキシプロピルトリアルキルアンモニウムクロリドが挙げ
られ、米国特許第７，５４１，４９６号明細書（その全体が引用により本明細書に援用さ
れる）に一般的に記載されている。
【００１７】
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　一実施形態において、コンディショニング剤は、下記式に従うハロゲン化第四級トリア
ルキルアンモニウム化合物である：
【００１８】
【化１】

【００１９】
式中、Ｒ１基はそれぞれ個別に１～１２個の炭素原子を有するアルキル基からなる群から
選択され、Ｒ２、Ｒ３及びＲ４基は、それぞれ個別に、水素、ヒドロキシド、１～１２個
の炭素原子を有するアルキル基及び１～１２個の炭素原子を有するヒドロキシアルキル基
からなる群から選択され、ｙは０～１２であり、Ｘ－はフッ化物、塩化物、臭化物及びヨ
ウ化物イオンからなる群から選択される。好ましくは、Ｒ１基は、それぞれ個別に、１～
１２個の炭素原子、好ましくは１～６個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒ２、Ｒ
３及びＲ４基は、それぞれ、水素又は１～６個の炭素原子、好ましくは１個の炭素原子を
有するアルキル基であり、ｙは０又は１であり、Ｘ－は塩化物イオンである。
【００２０】
　かかる成分により提供される所望の特性を達成するために有効な任意成分の量を当業者
は容易に決定することができる。
　使用に際して、毛髪固定剤組成物は、従来の方法で毛髪に適用される。
【実施例】
【００２１】
　以下の例は例示目的だけのためのものであり、本発明の範囲を限定することを意図して
いない。全ての百分率は特に断らない限り質量百分率である。
例１
　本発明のパーソナルケア組成物はエチレンアクリル酸コポリマーを含む水性分散体を含
む。かかる水性分散体の例には以下のものが挙げられる：
　バッチ１
　ダウのＢＬＵＥＷＡＶＥ技術を使用して製造された商品名ＨＹＰＯＤ　８５１０でザ・
ダウ・ケミカル・カンパニーから市販されている、エチレンアクリル酸とメタロセン触媒
ポリオレフィンの固形分４１．７％の水性分散体。
　バッチ２
　ＰＲＩＭＡＣＯＲ　５９８０ｉ　２０％エチレンアクリル酸樹脂（６０ｇ）、水酸化カ
リウム（３０質量％を２５ｇ）及び水（２１ｇ）を、Ｃｏｗｌｅｓブレードを備えた３０
０ｍＬのＰａｒｒ反応容器に入れた。材料をゆっくり混合しながら１２０℃に加熱した。
設定温度に達したら、ミキサーを高速（約１８００ｒｐｍ）で２５分間運転した。高速で
混合している間に、ＨＰＬＣポンプにより速度４０ｍＬ／分で反応器に供給された水によ
り、試料を、エチレンアクリル酸樹脂の量を基準にして固形分２５．７質量％の所望の濃
度に希釈した。加熱を止め、温度が少なくとも４５℃に下がるまで撹拌を続けた。次にＰ
ａｒｒを開け、分散体を集めた。
【００２２】
例２
　本発明の例示の毛髪固定剤は表１に記載の成分を質量／質量基準（質量％）で含む。
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【００２３】
【表１】

【００２４】
　ＡＭＰ　ＰＣ　Ｕｌｔｒａ以外の成分を、約３５０ｒｐｍでオーバーヘッド撹拌により
ビーカー内で組み合わせた。ＡＭＰ　ＰＣ　Ｕｌｔｒａを、透明なヘアゲルが形成される
まで徐々に滴下添加した。
【００２５】
例３（比較）
　比較用毛髪固定剤は表２に記載の成分を質量／質量基準（質量％）で含む。
【００２６】

【表２】

【００２７】
　比較用バッチＹ及びＺを実施例２のプロトコルに実質的に従って調製した。以下の市販
の毛髪固定剤も得た。
比較用バッチＶ：Ｈｅｎｋｅｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている、ＰＶＰ（
ポリビニルピロリドン）、ポリクオタニウム－７に基づく、ＬＡ　ＬＯＯＫＳ－８　ＭＥ
ＧＡ　ＨＯＬＤ
比較用バッチＷ：Ａｌｂｅｒｔｏ－Ｃｕｌｖｅｒ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されている、
ＰＶＰに基づくＴＲＥＳＥＭＭＥ　ＳＭＯＯＴＨＩＮＧ　ＣＲＥＭＥ－ＦＲＩＺＺ　ＣＯ
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ＮＴＲＯＬ
比較用バッチＸ：Ｖａｌｌｅｙ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｐｈａｒｍａｃｙ（カリフォルニア州
ブラウリー（Ｂｒａｗｌｅｙ））又はｗｗｗ．ｄｒｕｇｓｄｅｐｏｔ．ｃｏｍ．から市販
されている、ＰＶＰ、メタクリロイルエチルベタイン／アクリレートコポリマーに基づく
ＶＩＴＡＬ　ＣＡＲＥ　ＥＰＯＸＹ　ＨＡＩＲ　ＧＬＵＥ（ＥＸＴＲＥＭＥ　ＨＯＬＤ　
ＦＯＲ　ＨＩ－ＤＥＦ　ＳＴＹＬＩＮＧ）
【００２８】
例４
　例２及び３のプロトコルに実質的に従う組成物を調製した。ブラジル人のカーリーヘア
ー（ｃｕｒｌｙ　ｈａｉｒ）及びヨーロッパ人のバージンブラウンヘア（両方ともＩｎｔ
ｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉ
ｎｃ．から入手可能）の予め洗浄し乾燥させた髪房を２回試験した。
保持性
　保持性を求めるために、髪房にマイルドなシャンプーを適用し、カーラー上で一晩乾燥
させた。カールした髪房に表３に示すヘアスプレー配合物を、前方で２回及び後方で２回
均一に約２０．３センチメートル（ｃｍ）の距離から吹付けた。スプレー装置は、各圧縮
で１９０μＬ（マイクロリットル）の配合物を分配した。このスプレー装置製品は「Ｅｕ
ｒｏｍｉｓｔ　Ｃｌａｓｓｉｃ」であり、イリノイ州ケーリー（Ｃａｒｙ）のＳｅｑｕｉ
ｓｔＰｅｒｆｅｃｔにより製造されたものである。カールした処理された髪房を、２２．
５℃及び相対湿度５５％の制御された環境中で１時間乾燥させた。髪房をまっすぐにせず
に慎重にカーラーから取り外した。カールした髪房を小型引張試験機モデルＭＴＴ１６０
装置（Ｄｉａ－Ｓｔｒｏｎ　Ｌｉｍｉｔｅｄ、英国、ＳＰ１０　５ＮＹ，ハンプシャー州
アンドーバー（Ａｎｄｏｖｅｒ）、ユニット９フォーカス３０３ビジネスセンター）に設
置し、カールをその初期直径の５０％まで圧縮する仕事を求めた。各髪房について圧縮を
５回繰り返した。測定は約２２．５℃及び相対湿度５５％で行った。上記組成物により処
理された髪房についてのカール圧縮試験の結果を表３に記載する。
【００２９】
【表３】

【００３０】
　圧縮回数が多いほど、髪はより硬い。上記結果から、本発明の組成物は、高い保持性を
得るため作られた市販の製品と同程度に髪をカールすることが分かる。さらに、本発明の
組成物は５回の圧縮後にカールを十分に保持した。
【００３１】
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高湿度カール保存性
　高湿度カール保存性（ｈｉｇｈ　ｈｕｍｉｄｉｔｙ　ｃｕｒｌ　ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ）
を求めるために、一定時間３５℃及び相対湿度９５％でヘアスタイリングポリマーの耐湿
性。カーラーを取り外した後の初期長さを測定し、湿気に暴露した後のカールの垂れ下が
りの長さを経時的に監視した。完全に伸長したときの長さに対する長さの変化率を計算し
た。時間に対する百分率でのカール保存性の変化がより小さいことは、ヘアスタイリング
製品の保持性能がより長く持続することを示す。値は、表に記載の時間で３５℃、相対湿
度９５％での２つの髪房の平均値である。各試料についての初期カール保存性を、比較の
ために１００に標準化した。上記組成物により処理された髪房についての高湿度カール保
存性試験の結果を表４に記載する：
【００３２】
【表４】

【００３３】
　結果から、本発明の組成物が、経時的なカールの保存性において市販の固定剤より優れ
ていることが分かる。
【００３４】
美観
　以上から本発明の組成物は優れた保持性を示すが、従来、保持性と美観とはトレードオ
フせざるを得なかった。上記のように処理されたブラジル人の髪房を乾燥時の官能評価検
討のために吊り下げた。毛髪についての化粧品の性能を評価する訓練を受けた３人の熟練
したパネリストに櫛通り性、フレーキング及び乾燥段階での触感を評価するように依頼し
た。各パネリストは、各タイプの３つの髪房を評価した。パネリストに各髪房を１～１０
（１０が最良）で等級付けするように依頼した。結果を表５に報告する。
【００３５】
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【表５】

【００３６】
　最良の硬さを示した比較用バッチは、概して、本発明の組成物と同様の美観を有してい
なかった。
【００３７】
例５
　例２及び３のプロトコルに実質的に従う組成物を調製した。カール状（ｃｕｒｌｙ）／
縮れ（ｋｉｎｋｙ）髪（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　
ａｎｄ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．から入手可能）の予め洗浄され乾燥された髪房を試
験した。縮れ（ｆｒｉｚｚ）は髪房の主観評価である。湿気に暴露後、熟練したパネリス
トが伸長した側を観察し、元の髪房に対して過度のカールの具合を観察した。結果を表６
に報告する。
【００３８】
【表６】

【００３９】
　本発明の組成物は、硬さを著しく増大させずに縮れの減少を示し、より少ない縮れを達
成すると同時に良好な美観をもたらす。
【００４０】
例６
　本発明の例示の毛髪固定剤（ムース）は表７に記載の成分を質量／質量基準（質量％）
で含んでいた。
【００４１】
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【表７】

【００４２】
　ＡＣＵＤＹＮＥ　１０００を水中に分散させ、次にＡＣＵＤＹＮＥ　８８及び残りの成
分（ＡＭＰ－９５を除く）を、約３００ｒｐｍでオーバーヘッド撹拌しながら加えた。次
に、透明溶液が形成されるまで混合しながらＡＭＰ－９５を徐々に加えた。
【００４３】
例７（比較）
　比較用の毛髪固定剤（ムース）は表８に記載の成分を質量／質量基準（質量％）で含ん
でいた。
【００４４】
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【表８】

【００４５】
例８
　例２及び３のプロトコルに実質的に従う組成物を調製した。ヨーロッパ人の８時間ブリ
ーチされた毛髪（Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒｔｅｒｓ　ａｎｄ
　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｉｎｃ．から入手可能）の予め洗浄し乾燥させた髪房を温水道水で
濡らし、過剰な水を搾り取り、１ｇの配合物試験溶液を毛髪見本（長さ８インチ（２０．
３２ｃｍ）、質量５ｇ）の長さ方向に沿って適用した（試験サンプル当り３つの髪房）。
　６人の経験を積んだパネリストが、湿潤櫛通り性及び触感について毛髪見本を評価した
。等級は１～５であり、より大きい数ほどより良好な性能、例えば櫛通りがより容易であ
る、及び絹のような触感があることを意味する。毛髪見本を、次に、硬さ、乾燥時の櫛通
り性（ｄｒｙ　ｃｏｍｂ）及び触感、静電気及びボリューム評価のために、４５℃で１時
間乾燥させた。等級は１～５であり、より大きい数ほどより良好な性能、例えば、高い硬
さ、櫛通りがより容易である、及び絹のような触感がある、静電気又は跳ねがない、及び
よりボリュームがあることを意味する。
　対応のあるｔ－検定（ｐａｉｒｅｄ　ｔ－ｔｅｓｔ）により統計的分析を行った：すな
わち２つの群の標本を、分散が等しいと仮定する。０．１０、０．０５、０．０１及び０
．００１より小さいｐ（片側）値は、１群の標本が、それぞれ信頼度９０％、９５％、９
９％及び９９．９％で別の群よりも有意に優れていることを示す。０．１０より大きいｐ
値は統計的に等しいと見なされる。
【００４６】
　バッチＥ、比較用バッチＴ及び比較用バッチＵは、湿潤時の櫛通り性（ｗｅｔ　ｃｏｍ
ｂ）、湿潤時の触感（ｗｅｔ　ｆｅｅｌ）、乾燥時の硬さ（ｄｒｙ　ｓｔｉｆｆｎｅｓｓ
）、静電気、及びボリュームについて等しかった。信頼度９５％で比較用バッチＴはわず
かに良好な乾燥時の櫛通り性及び乾燥時の触感を有していた。
　バッチＦ及び比較用バッチＴは、乾燥時の硬さ、乾燥時の櫛通り性、及び静電気につい
て等しかった。比較用バッチＴは、わずかに良好なボリューム（信頼度９０％）及び乾燥
時の触感（信頼度９５％）を有していたが、本発明のバッチＦは良好な湿潤時の櫛通り性
（信頼度９０％）及び湿潤時の触感（信頼度９９％）を有していた。カールをその初期直
径の２５％まで圧縮するための仕事を測定したことを除いて例４の記載した方法と実質的
に同様の方法でＤＩＡ－ＳＴＲＯＮ小型引張試験機を使用して、圧縮のピーク力をピーク
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硬さ性能（ｇｍｆ＝グラム重力）として記録した。
　バッチＦは、比較用バッチＴ（６２７．０ｇｍｆ）と比べて優れた硬さ（８１２．８ｇ
ｍｆ）を有していた。従来の知識によれば同様な硬さが予想されるため、これは驚くべき
ことであり、よって、本発明の組成物中にジヒドロキシプロピル取りアルキルアンモニウ
ムクロリドが存在する場合に相乗効果が現れるようであり、良好な美観とともにホールド
性の改善がもたらされる。
【００４７】
　当然のことながら、本発明は、ここに具体的に開示及び例示した実施形態に限定されな
い。本発明の種々の変更が当業者には明らかであろう。そのような変更及び改良は、添付
の特許請求の範囲から逸脱することなく行うことができる。
　さらに、記載した各範囲は、範囲及びそれらの含まれる特定数値の全ての組み合わせと
部分的組み合わせを包含する。さらに、本明細書で引用又は開示した各特許、特許出願及
び刊行物は、それらの全体が、引用により本明細書に援用される。
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